


���  SN 2009dd in NGC 4088 
久しぶりに明るい超新星 2009dd が発見された。

発見日は 2009 年４月 13.97 日 UT、発見光度は

13.7 等であった。この超新星は、４月 2.56 日

UT に山形の板垣公一氏が同銀河を捜索した時

には、まだ、出現していなかった（写真左上）。

しかし、氏の４月 9.58 日 UT の捜索時には、す

でに出現していた。このとき、板垣氏は、その

光度を 14.5 等と報告している（写真右上）。写

真左は、仙台市天文台の小石川正弘氏が４月

22 日に撮影した画像。超新星が赤く写ってい

るのが興味深い。 
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 本誌 247～251 ページに、東京の大塚勝仁氏

の関連記事がある。 
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阿久津氏の画像は、今シーズンの大赤斑の状
況。昨シーズンは、周囲を暗いアーチで囲ま
れた赤斑孔(Red Spot Hollow)となっていた
が、復活した。赤みは強くないが、輪郭明瞭
である。大赤斑の南から前方にかけて、STB
が乱れているのは、STB remnant というかつて
の STB 暗部の名残。Wesley 氏の画像は、BA の様子。わずかに赤みがあるが、明るい白斑として
見られる。前後の STB が濃くなっているが、後方は暗斑状に小さくなってしまった。その後ろに
STZ のリング暗斑が茶色の斑点として見られる。今シーズンは、この暗斑と BA の衝突が見られ
るかも知れない。どちらの画像でも SEB が二条に分離し、明るい SEBZ が発達しているのが、今
シーズンの特徴。また、NTB 北組織には、青黒い乱れた暗部が広がっている。関連記事が木・土
星課報（263 ページ以降）にある（課長：堀川邦昭）。 

 
2009 年４月２日，60-cm 反射にて板垣氏撮影  超新星発見前の画像．４月９日，板垣氏撮影 

2009 年４月 22 日，仙台市天文台 1.3-m 反射
にて，小石川正弘氏撮影（銀河核近くに出現
しているのが、超新星 2009dd）。 

 


